
① 燃え残りを中心に集めます。

火箸・ちりとりなどは、倉庫にあります。

③ 翌朝 炭を灰缶へ入れます。

１、２時間経っても、火が残っていることがあります。

② ドラム缶をかぶせます。

薪や丸太を完全に燃やすと同時に、風で飛び散り、
火災になるのを防ぐためです。

④ ファイヤーサークルのまわりを掃除します。

火が残っている炭や灰を取り除きます。

＜キャンプファイア後片付け方法＞
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この処理が済まないうちは火元から離れないでください。


